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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月6日(2015.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　この点検指示表示は、ステップＳ２０４で保守員が機器検査値を入力するまで行われる
。ステップＳ２０４で検査値が入力されると、ステップＳ２０５で機器検査値と推定値と
の比較値が予め定められた所定範囲外であるか否かを判定し、所定範囲外の場合にはステ
ップＳ２０６で機器に異常が発生している旨を通知し、異常を処置する指示を保守システ
ムの画面上に表示する。ステップＳ２０７では推定値をリセットすることで、ステップＳ
２０１に戻って、次の点検時期までの推定値の計算を再スタートさせる。再スタート後は
、ステップＳ２０３の点検指示表示とステップＳ２０６での異常処置手順表示を同様に繰
り返し、推定値が検査値に近づくように処理を進める。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図６は砂まき器が異常と判定された時のフローチャートの一例を示す。ステップＳ６０
１では検査値から推定値の差（比較値）の符号が正であるか否かを判断し、正であればス
テップＳ６０２に進み、否であればステップＳ６０５に進む。ここで比較値が正であると
いうことは砂の消費量が正常時よりも多いことを意味しており、ステップＳ６０２ではそ
の原因究明のためまず砂を貯めるタンクに穴や亀裂などの異常が無いかを点検する指示を
表示する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　次に、ステップＳ６０３でタンクに前記異常があるか否かをシステムに入力し、タンク
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異常ありと保守システムに入力すると、さらにステップＳ６０４に進み、タンク修理手順
が表示されて異常処置が終了する。次にステップＳ６０５は、タンクに異常が見られなか
った場合を示しており、ここでは比較値に基づいて砂まき器の砂噴射量が規定値と比較し
て多いか少ないかを点検する方法を表示する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　ステップＳ６０６で噴射異常ありと保守システムに入力すると、ステップＳ６０７に進
み、噴射量を規定値に調整するための手段が表示される。ステップＳ６０６でも異常が検
知されない場合は検査機器の異常か検査値の入力ミスが疑われるためそれらを確認するた
めの手順がステップＳ６０８で表示される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　図７は本発明を適用した場合の保守員に提示される画面の一例である。図７－１は図２
のフローチャートにおいて水洗制御指令値の積算から利用した水の消費量を推定して、図
３のタイムチャートで推定値が点検基準値を超えた際に表示される点検指示画面の一例で
ある。保守員は本画面の左下にあるボタンを押すことで水洗トイレの水の補充方法を確認
し、補充作業完了後に検査値入力ボタンを押すことで図７－２に示す検査値入力画面に進
む。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図８は水洗トイレが異常と判定された時のフローチャートの一例を示す。ステップＳ８
０１では検査値から推定値の差（比較値）の符号が正であるか否かを判断し、正であれば
ステップＳ８０２に進み、否であればステップＳ８０５に進む。ここで比較値が正である
ということは水の消費量が正常時よりも多いことを意味しており、ステップＳ８０２では
その原因究明のためまず水を貯めるタンクに穴や亀裂などの異常が無いかを点検する指示
を表示する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　次に、ステップ８０３でタンクでタンク異常ありと保守システムに入力するとステップ
Ｓ８０４に進み、タンク修理手順が表示されて異常処置が終了する。次にステップＳ８０
５はタンクに異常が見られなかった場合を示しており、ここでは比較値に基づいて１回の
水洗量が規定値と比較して多いか少ないかを点検する方法を表示する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ステップＳ８０６では水洗量の異常が見つかった場合は水洗異常ありと保守システムに
入力し、ステップＳ８０７で水洗量を規定値に調整するための手段が表示される。ステッ
プＳ８０６でも異常が検知されない場合は検査機器の異常か検査値の入力ミスが疑われる
ためそれらを確認するための手順がステップＳ８０８で表示される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図１０は水洗トイレが異常と判定された時のフローチャートの別の一例を示す。ステッ
プＳ１００１では検査値から推定値の差（比較値）の符号が正であるか否かを判断し、正
であればステップＳ１００２に進み、否であればステップＳ１００５に進む。ここで比較
値が負であるということは汚水の蓄積量が正常よりも少ないことを意味しており、ステッ
プＳ１００２ではその原因究明のため、汚水を貯めるタンクに穴や亀裂などの異常が無い
かを点検する指示を表示する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　次に、ステップＳ１００３でタンク異常ありと保守システムに入力すると、ステップＳ
１００４に進み、タンク修理手順が表示されて異常処置が終了する。ステップＳ１００５
はタンクに異常が見られなかった場合を示しており、ここでは１回の水洗量が規定値と比
較して多いか少ないかを点検する方法を表示する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　水洗量の異常が見つかった場合は、ステップＳ１００６で水洗異常ありと保守システム
に入力し、ステップＳ１００７で水洗量を規定値に調整するための調整手順が表示される
。ステップＳ１００６でも異常が検知されない場合は検査機器の異常か検査値の入力ミス
が疑われるためそれらを確認するための手順がステップＳ１００８で表示される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　図１２はブレーキが異常と判定された時のフローチャートの一例を示す。ステップＳ１
２０１では検査値から推定値の差（比較値）の符号が負であるか否かを判断し、負であれ
ばステップＳ１２０２に進み、否であればステップＳ１２０５に進む。ここで比較値が負
であるということはブレーキの摩耗量が正常時よりも少ないことを意味しており、ステッ
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プＳ１２０２ではその原因究明のためブレーキストロークに異常が無いか（ストロークが
短くないか）を点検する指示を表示する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　次に、ステップＳ１２０３でブレーキストロークに異常があるか否かをシステムに入力
し、ストローク異常ありと入力するとステップＳ１２０４でブレーキストロークを調整す
る手順が表示されて異常処置が終了する。次に、ステップＳ１２０５はブレーキストロー
クに異常が見られなかった場合を示しており、ここでは比較値の符号に基づいてブレーキ
圧力が規定値と比較して多いか少ないかを点検する方法を表示する。具体的には比較値が
正であれば圧力が過大、比較値が負であれば圧力が過少であり、これらを検査・調整する
手段を表示する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　ステップＳ１２０６では、ブレーキ圧力異常ありと保守システムに入力すると、ステッ
プＳ１２０７でブレーキ圧力を規定値に調整するための手段が表示される。ステップＳ１
２０６でも異常が検知されない場合は検査機器の異常か検査値の入力ミスが疑われるため
それらを確認するための手順がステップＳ１２０８で表示される。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　図１３および図１４を用いて本発明の第四の実施形態について説明する。本実施例は鉄
道車両のサードレールの状態基準保全に本発明を適用した場合を示す。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　図１４はサードレールが異常と判定された時のフローチャートの一例を示す。ステップ
Ｓ１４０１では検査値から推定値の差（比較値）の符号が負であるか否かを判断し、負で
あればステップＳ１４０５に進み、否であればステップＳ１４０２に進む。ここで比較値
が負であるということはサードレールの摩耗量が正常時よりも少ないことを意味しており
、ステップＳ１４０２ではその原因究明のためサードレール制御のストロークに異常が無
いか（ストロークが短くないか）を点検する指示を表示する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６２】
　ステップ１４０３では、サードレール制御のストロークに異常ありと保守システムに入
力すると、ステップＳ１４０４でサードレールストロークを調整する手順が表示されて異
常処置が終了する。ステップＳ１４０５はサードレール制御のストロークに異常が見られ
なかった場合を示しており、ここでは比較値の符号に基づいてサードレール圧力が規定値
と比較して多いか少ないかを点検する方法を表示する。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　具体的には比較値が正であれば圧力が過大、比較値が負であれば圧力が過少であり、こ
れらを検査・調整する手段を表示する。ステップＳ１４０６ではサードレール圧力の異常
が見つかった場合はサードレール圧力異常ありと保守システムに入力するとステップＳ１
４０７でサードレール圧力を規定値に調整するための手段が表示される。ステップＳ１４
０６でも異常が検知されない場合は検査機器の異常か検査値の入力ミスが疑われるためそ
れらを確認するための手順がステップＳ１４０８で表示される。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　図１６はパンタグラフが異常と判定された時のフローチャートの一例を示す。ステップ
Ｓ１６０１では、検査値から推定値の差（比較値）の符号が負であるか否かを判断し、負
であればステップＳ１６０５に進み、否であればステップＳ１６０２に進む。ここで比較
値が負であるということはパンタグラフの摩耗量が正常時よりも少ないことを意味してお
り、ステップＳ１６０２ではその原因究明のためパンタグラフストロークに異常が無いか
（ストロークが短くないか）を点検する指示を表示する。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　次に、ステップＳ１６０３でパンタグラフストロークに異常ありと入力すると、ステッ
プＳ１６０４でパンタグラフストロークを調整する手順が表示されて異常処置が終了する
。次にステップＳ１６０５はパンタグラフストロークに異常が見られなかった場合を示し
ており、ここでは比較値の符号に基づいてパンタグラフの押しつけ圧力が規定値と比較し
て多いか少ないかを点検する方法を表示する。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　具体的には、比較値が正であれば圧力が過大、比較値が負であれば圧力が過少であり、
これらを検査・調整する手段を表示する。ステップＳ１６０６ではパンタグラフ圧力異常
ありと保守システムに入力すると、ステップＳ１６０７でパンタグラフの押しつけ圧力を
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規定値に調整するための手段が表示される。ステップＳ１６０６でも異常が検知されない
場合は検査機器の異常か検査値の入力ミスが疑われるためそれらを確認するための手順が
ステップＳ１６０８で表示される。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　また、制御線や情報線は説明上必要と考えられるものを示しており、必ずしも製品に備
えられる全ての制御線や情報線を示しているとは限らない。実際には殆ど全ての構成が相
互に接続されていると考えてもよい。
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